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研究論文

『鈴 林 必 携 ・ 上 巻 』 巻 頭 「泰 西 尺 度 量 衡 」 と

　　　　　　　『ミ リ タ イ レ サ ッ ク ブ ッ ク』

　　　　　　　　　　　　　　尺 度 を 中 心 に 　
＊

山田　研治
＊＊

‘Taiseishakudoryokou’s　in　the　beginning　of “Kinrinhitukei 　vol ．1”

　　　　　　　　　　　　and
“Mili七air 　Zakboekje”

　　　　　　　　　　　　
− Focusing　on 　the 　measure

一

Kenji　YAMADA

Abstract

　　The　paper
‘Taiseishakudoryekou’s　was 　in　the　beginning 　of

‘‘Kinrinhitsukei　voLPpub 正孟shed 　in　Kouka 　4th（1847）．　 The　paper

was 　the　eaエly　translated　version 　whiGh 　tried　to　convert 　the　metric 　system 　to ∫apanese 　methodical 　standard ．　 The　second 　edition 　of

“Miiitair　Zakboekje”by　A ，W ．　de　Bnuyn　published　in　l　839，　was 　the　origina ［book 　of
“Kinrinhitukei”and 　was 　translated　in　Japanese　as

“Kinrinhitukei”by　Tomonobu 　Miyake．　The　first　edition 　of
“MilitairZakboekje ”

was 　published　in　1833 ，Miyake 　purchased 　the　second

edition 　of 　
‘’Militair　Zakboekje”for　twe 　ryou　and 　one 　bun．　At　teast　more 　than　five　copies 　ofthe 　book　were 　imported　into　Japan　in　the

end 　of 　EdQ　era．　It　is　presumed　that　the　Dutch−studies 　researcher ，　Shozan　Sakuma 　also 　read 　tho　book．　In ‘Taiseishakudoryokou’s　the

measure 　was 　converted 　with
‘
one 　meter 　equals 　3．292734　shaku ’

s　and 　its　reciprocal 　was
‘
one 　shaku 　equals 　30．3699　eentimeters 「

s．　This

conversion 　was 　different　from　former　oonversions ‘
one 　meter 　equals 　3，289248　shaku

’
s　and

‘
one 　shaku 　equals 　3  ．40209 　centimeterls

which 　were 　based　on 　the　actua1 　measured 　value
‘
one 　degree　equals 　28 ．2　ri

’
s　made 　by　Tadata］（a　Ino　in　Kyouwa 　2nd （1802 ），　Miyake

concluded 　that ［no
’
s　value 　was 　not 　accurate ．　He　also 　stated 重hat　his　value 　was 　same 　as 　in“Tafereel　yan 　hen　Heel −a1，”by　J，G ．　So 　mmer ．

ADd 　now 　the　measure ‘Shaku 卩s　used 　in　this　paper　was 　called
［
ryochi−shaku （kyoho−shaku 　or　nenbutu −shaku ）

「
s　in　Edo 　era，　and 　it　was

not
‘kane −shaku （matasiro −shaku ）

卩
s　used 　by　carpenters 　etc．　But 　he　had　described　too　in‘Ta童seishakudoryokou ’

s，
‘kane−shaku 脚

s　 was

shorter 　than ‘ryochi −shaku ’
s　about 　4　rin ．　lt　had　conver ヒed 　with

‘
one 　shaku 　equals 　302489 　centimeters

’
s．A 負er　that，　Miyako　published

second 　edition 　of
［‘Keirinhitsukei”in　Kaei　5th （1852）．　He　changed 　the　value 　to

‘
one 　meter 　equals 　3．3　shakuls 　and

‘
one 　shaku

equals 　30，3030　centimeters
「

s　which 　were 　modern 　Japanese　measures ，　These　values 　were 　based　on 　instruction　by　a　Edo　Shogしmate
「
s

bureaucrat，　KinzaburQu 　Shimozone，

Keywords ：Taiseishakudoryokou ，　Kinrinhitsukei，　Tomonobu 　Miyako ，　Militair　Zakboekje，　A ．W 　Bruyn ，J，G ，　So　mme ら Tadataka

ho ，　ryochi −shaku （kyoho −shaku 　or 　nenbutu −shaku ），kane−shaku （matas 正ro −shaku ），Kinzaburou　Shimozone

1　 は じめ に

　 『鈴林必 携 ・上 巻』巻頭 「泰西尺度量衡 」 弘

化 4 （1847）年版 は、幕末の 砲術家 に とっ て 、メ ー

トル 法に よる計量単位 を知 る上 で 必 須の 教科書 で

あ る と指摘 され て き た 。 しか し 、こ の   『鈴林必

携 ・上巻』弘化 4 年版 は 百部の 関係者限定 本で あ

り、
一

般 に 広 く流布 し て い る   『鈴林必携』嘉永

5 年版 、  『鈴林必 携』初編、第二 編、2 冊本、

嘉永 6（1853）年版 、 及び   そ の 合冊本 の 嘉永 6 年

版
1）
、（薄葉刷 を含む ） とは違 い

、
こ れ ら 4 種 を

入 手 し、全 て の 版をそ ろ えて 比較検討す る こ とは

極 めて 困難な こ とで あ っ た。

＊ 受付 2011年 12月 15 日 ＊＊ 会員　〒 277 −0941 千葉県 柏 市高柳 1759−7E −
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　 日本計 量 史 の 科学的研究の礎 を築 い た
一
人で あ

る天 野 清 （以下、天 野〉は 、『鈴林必携 ・上 巻』

を め ぐ っ て 、「或 書の 探 索」 『科学 史研 究』 第 2

号、昭和 17（1942）年 と し て
一

論を上梓 した ほ ど

で あ っ た
2）

。 天 野 は そ の 努力 に もか か わ らず、太

平洋 戦争終戦直前 1845年 4 月 に本 書を発見で き

ず に戦災で 死 亡 した 。

　
一

方、同 時期 、天 野に よる計量史研 究か らの

ア プ ロ ーチ と は 別 に 、『鈴林 必 携 』 の 実際 の 著

者 に つ い て の 探 求が、兵学史 の 視 点か ら進 め ら

れ 、そ の 著者 と され て い る上 田亮章が 、三 宅友

信 （1807−1886、以下 、友信）の 側近 （小 姓）、上

田喜作 で あ り、友信 自身が著者及 び訳者 であ る こ

と。そ し て 、嘉 永 6 年版 、 序 文 に あ る 「泰 西 蒲

廬尹 氏袖 珍兵範 」 が デブ ロ イ ン （以 下 、プ ロ イ

ン ）の ミ リタイ レ サ ッ クブ ッ ク de　 Bruyn ，　 A．　W．：

Militai．r 　 zakboekje 、で あ る こ とな どを 、 佐藤堅

司 （以 下 、佐藤 （堅））が 「隠れ た る兵学者三 宅

友信 」 『尾 三 文化 史談』 第 10 輯、昭 和 11（1936 ）

年刊、伊奈森太郎 （以 下、伊奈）『隠れ た先覚者

三 宅 友信』 昭和 10 年刊 を基 に解 明 した
3］
。友信

は 「巣 鴨 の 隠居」 とも呼ばれ 、三 河 田原 藩 1 万 2

千 石 の 直系で あ っ た が財政難か ら藩 を継 げず、蘭

学 に い そ しん だ。側近は家老 の 渡辺 崋 山、師は高

野長英 と い わ れ 、蘭学 の 山の 手 グル ープ 「尚 歯

会 」 の 支援者 の
一

人で あ っ た。

　ま た、佐藤 （堅 ） は 、帝 室 博 物 館 （現、東

京 博 物 館 〉 で 、de　 Bruyn，　 A．　W． ： Militair

zakboekje 、エ839 年第 2版 （以 下、1839年第 2 版）

を発見 す る 。 しか しなが ら、戦前は、佐藤 （堅）

等 と天 野 との 学問的連携が なく、それぞれ独 自に

研 究が進め られ た 。

　佐藤 （堅）、天 野 の 両者 の 学問的 な 関係が 、戦

前に維持 され て い れ ば 、 よ り早 く 『鈴林必携 ・上

巻 』巻頭 「泰西尺度量衡」 につ て も解 明され 、明

治初期 の メ
ー トル 法 の 導入 の あ り方 も解明 で きた

の で はない か と、 惜 しまれ る 。

　特 に 、平 成 22（2010＞年度か らの 筆者等 の 長野

県 松 代 の 真 田宝 物館 の 佐 久 間象 山関連の 測量 機

器 及 び 尺 度 の 調査 で 、 『鈴林必 携 ・上巻』 弘化 4

年版
’1）

を含 め、同 書 の 全版 の 確 認 が 当該 宝物 館

で 行 われ た。 こ の 確認 、調 査 の 過程 で 、高 田誠

二 、大網功等 を中心 と して 日本計量史学会学術部

も参加 した 国 立 博物館 に よる 「我 が 国 の 科学技

術黎 明 期資料 の 体 系化 に 関 す る調 査 ・研 究 （江

戸 の モ ノづ くり）」 （平成 14（2002 ）年〜 18（2006 ）

年） の 報告書 の 中に、松 田清 （以 下 、 松 田）『佐

賀藩 1日蔵蘭書 目録』平 成 16年度及 び 『佐賀鍋 島

家 「洋 書目録」 所収原書復元 目録』平成 17 年度

が あ り、そ の 中 に de　 Bruijn ，　 A．　W．： Militair

zakboekje ，1833 年 初版 （以 下 、1833年初版） に

つ い て の 記 載
t’〕

が あ っ た。こ れ に よ り、佐賀 県

の 鍋 島報效会 に 1833年初版が 所蔵 さ て い る こ と

が 分か り、1833年初版 と 1839年第 2 版 と の 比較

も 可能 に な っ た。

　 こ れ ら の 調査 か ら、佐藤 （堅 ） が 1833年初版

に よ る抄訳 で あ ろ うと し た の は 誤 りで あ り、『鈴

林必 携 ・上 巻』 巻頭 「泰西尺度量衡 」 は 、佐 藤

（堅 ） 自身が 戦前 に確認 し た 1839年第 2 版、増

補版 の 抄訳で あ る こ とが 明らか にな っ た。こ の こ

とは 、天 野が早 くか ら指摘 して い た点 で あ る。

2　戦前の 『鈴林必携』 に つ い て の 佐藤堅司 や

　　伊奈森太郎の研究

　 『鈴林必 携』 に つ い て の 戦前 の 研 究 は 、兵 学

史 の 観 点か ら佐藤 （堅 ）、 計量 史 の 観点か ら天 野

「或書 の 探索」 昭 和 17（1942＞年 に よ り進 め られ

た が 、『鈴林必 携』 の 著者 の 解 明 は、佐藤 （堅 ）

の 研 究論文 「隠れ たる兵学者 三 宅友信 」 『尾 三 文

化史談』、愛知教育會 、昭 和 11 （1936）年、5 刀 号

の 方が先行 して い た 。

　佐藤 （堅） は、まず 『鈴林必 携』嘉永 6 年版 2

冊本 の 初編が 嘉永 4 （1851 ）年 嘉平 （12）月 の 例 言

を持 ち、また第 2 編 は嘉 永 6 年 6 月 の 小 叙 が あ

り、い ずれ も、奥付 に 「嘉永五 年 壬 子秋 八 月下 曾

根 （金 三郎 、筆者 ）桂 園 閲」 とな っ て い る こ とを 指

摘 した。加えて 、初編 の 例言で は 下曾根 の 下 で 、

「田原藩士 1：田亮章識」 と、上 田亮章 （以下、亮

章）が訳 し た こ とに なっ て い るが 、友信研 究 家で

あ り郷土史家の 伊奈が 、こ の 例 言 に疑問 を呈 し、
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前掲書 「昭和 十年 十 二 月 御贈位記 念」 『隠れ た 先

覚者三 宅友信』、続 い て 、内容 は同 じだが 「幕末

の 勤王 儒者 　三 宅友信 傳」、 『傳記』、 傳記 学會

編 、 昭 和 11 年 2 月 号
e〕

な ど で 、 亮章 の 主 人 、
三

宅友信が著者 で あ り、訳 した も の で あろ うと述べ

て い る こ とを紹 介 した 。 特に、佐藤 （堅） は伊奈

か ら以 下 の 3 点 を引用 し 、 訳者と 、 名義上 の 「上

田亮 章 とは い か な る人物 か 」
η

を明 らかに した 。

　 そ の 第 1 は、田原藩士 上 田 亮章識 と書い て い る

が 、例言 は友信 の 筆跡 であ り、亮 章は恐 らく側 近

（小姓 ）の 上 田喜作 の こ とで あ る こ と。

　第 2 は 、 上 田喜作 が、 「江川 坦庵が幕府 の 命 に

よ っ て 相武地 方測量 （江戸湾測量） の 際、そ の 主

任た り し内田 彌太 郎 （内田 五 観） の 片腕 をな し た

人」 で あ り、喜作 が 友信 の 側近 で あ っ た 関係 か

ら、友信 が喜作 の名 を もっ て 書い た書簡 も残 っ て

い る こ と。

　第 3 は 『鈴林必携』刊行の 20 年後 、友信 76 才

の 年 に記 した 『崋 山先生 略伝 』明治 14（1872）年

で 「僕嘗て 軍用袖 珍書 を訳官よ り購ひ 得た り、都

下未 だあ らざる もの 、故に此の 書を獲iて 鈴林必携

を編す る原本 となさん 」 と記 し て い る こ となど、

以上 か ら、佐藤は 「伊奈氏 と同然」 著者及 び 訳者

は 友 信 と した 。 さ らに 、昭 和 8 年 、友 信 白筆 の

『蘭書 目録 』
8）

が発 見 され

　　デブ ロ イ ン 　　　十
一．一

番 ノ 五

　　一　 ミ リタイ レ サ ッ クブ ッ ク

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 同 （全 ）
一

冊

　 　 同 （但）　掌中軍書　　同 （費価）同 弐両一
分

　 −tt　　−7
と精確に記 され て い る こ とを傍 証 として 挙 げた 。

こ の 友信 自筆 の 『蘭書 目録 』は 兵書 の 部 、 総 計

219 冊 3 図面 で あ り、全購入価格 を明記 し、合計

金 額 は 「178両 3 分 1 朱外銀 4 匁 6 分 7 厘 8 毛 」

で あ る 。 こ の 目録 は、詳 細で、シ カ
ー

レ ニ ホ ル ス

ト
9）

の 同名書よ うに 、

　　千八 百 二 十八 年　十 ．番 ノ　
・

　 　 シ カ
ー

レ ニ ホ ル ス ト

　　．一　 ミリタイ レ サ ッ クブ ッ ク

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 同 （全 ）
一

冊

　 　 　同 （但 ）掌中軍書　　　1司 （賣価）弐 両三 朱

と、刊行年 も記 され て い る。だ が、プ ロ イ ン の

も の に は、刊行年 が 記 され て い な い 。な お 、シ

カ
ー

レ ニ ホ ル ス トの ミ リタ イ レ サ ッ ク ブ ッ ク

1ま、　Scharrlhorst ，　G．：Mi ⊥itair 　zakboek 　tot

gebruik 　in　hat 　vald 　naat 　het 　Hoogduitach ，
’

s

Gravenhage　 et 　 te　 Amsterdam，　1828，で あ り、友

信 が 、 『泰西 兵鑑 』3 巻 、 安 政 3 年刊 と し て 翻訳

を して い る 。 プ ロ イ ン の ミ リタイ レ サ ッ クブ ッ ク

とよ く混 同 され る。

　次 い で 、佐藤 （堅 ） は、東京 帝室 博物 館編 、

『嘉永 以 前西 洋輸人 品 及 参 考品 目録 』明 治 39

年 刊
［°）

か ら、 プ ロ イ ン （de　 Bruyn） の 原 書

Militair　 zakboekje 、1839、第 2 版が収蔵 され て

い る こ とを発 見 し、実 際に 確認を し て い る。同書

には 、「一　洋書」 の 部、「ニ
ー

　ぶ る い んす袖珍

兵学書一
八 三 九 ぐ ら

一
ふ え ん は

一
ぐ版 　

一
冊　同 （本

館）」 と記 されて お り、友信 の 『崋山先生 略伝』

に記 され た 「軍用 袖珍書」 で あ る こ とが確認で き

た と した。

　 こ の 1839年第 2 版 は、現在 も国立 東京博 物館

に所蔵 され て お り、索 引には 、印記 として 「長崎

東衛官許」、「浅草文庫」、 「帝室 博物館 図書館」 が

記 され 来 歴 が示 され て い る
Lb
。 し か し、浅 草文

庫 は 、明 治 7 年 か ら 14 年 ま で 存在 し、浅 草 文 庫

の 蔵 書 は 、 そ の 後 帝室博 物 館 （現 東京 国 立博 物

館） と旧帝国図書館 （現 国立 国会図書館）に分か

れ る。印記 か らは、江 戸期 の 来歴 は長崎で 正 式に

輸入 され た も の で ある こ と以外、そ の 詳細は不 明

で あ る 。

　 しか しなが ら、佐藤 （堅 ）は 、 『鈴林必 携 ・上

巻』巻頭 「泰西 尺度量衡」 の 存在 を知 らず、実際

に見 て い な い こ とか ら、友信 が使用 したの は東京

帝室博物館蔵 の 1839 年刊 の 第 2 版 と は こ となる

初版で はな い か と、推測 を下 し、以 下 の よ うに記

し た
［2〕
。

　　友信 の 蘭書 目録 に は 「ミ リタイ レ サ ッ クブ ッ

　　ク」 の 刊行年代 を記載 し て い ない が 、それは

　　多分初版物で あっ たろ うと思ふ 。

　 こ れ は、友信 の 『蘭書 目録』 の 多 くが刊行年を

附 し て い る に も か か わ らず、前述 し た よ うに プ ロ

計量 史研 究 34−1　 ［40］ 2012
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イ ン の ミ リタ イ レ サ ッ ク ブ ッ ク の 項 には 、 刊行 年

が記 されて い ない こ とに よ る。 こ の 初版説 は
一

面

的で 、本稿 の よ うに 『鈴林 必携 ・ヒ巻』 と 1833

年 初版及 び 1839年第 2 版 の 原 書 と の 対 比 が行 な

われ た わ け で は な く さらな る考察が 必 要 で あ っ

た。

　 プ ロ イ ン 、 ミ リタイ レ サ ッ ク ブ ッ ク の 1833

年 2 版 は、増補版 で あ り、表題 は、砲兵 大尉 、

de　Bruyn ，　A，　W，：　Militair 　zakboekJe 　ten

dienste　van 　het　Nederlandsche 　／eger
，　doch

meer 　bijzonder　van 　het　wapon 　der 　artillerie ，

2．verb ∵ sGravenhage ，（1839）で あ る。

　佐藤 （堅）が 発 見 した こ の 1839 年 第 2 版は 、

国 立 国会 図書館 に もあ り、
「江 戸幕府 旧蔵 蘭書 目

録 」 『江 戸 時代 日蘭文 化交 流資料 （二 ）』、に も記

載 されて い る。印記 には 「長崎東衛官許 、福 山誠

之 館印、講武所 文 庫 」 とあ り、「軍 中袖珍書第二

番 」 「N ．3．」 と墨書 され て い る
周

。

　 「福 山誠之館 印 」 は 、 広島福 山藩 、 老 中阿部正

弘 （老中就任天 保 14 年 〜安政 2 年 、以 下 正 弘 ）

の藩校 （嘉永 6 年藩校講道館を誠之館に改め る）

の 印で ある こ とか ら、正弘の 命 に よ り、講武所が

開設 された時 （安政 2 年に企画 され翌年 に開所 ）

に 移 され た もの と思 われ る。 また 、「N ．3．」 と

記 され て い る こ とか ら、数冊存在 して い た と考 え

られ る 。

　 ま た 、1839年第 2 版 は 、早稲 田大学勝俣銓 吉

郎文 庫 に も現存す る 。 印記は 「長崎 東衛 官許、

致 高館 記、勝俣 旧蔵書、勝俣 銓吉郎 「日蔵」
］O

で

あ り、「致高館 記 」 の 印 は、プ リ ン セ ン 『地 学正

宗』嘉永 4 年 （1851）成稿 、 安政 3 年 （1856）刊の

訳 書や勝海舟 の 主 治医で 知 られ る杉 田 玄端所蔵で

あっ た こ とを推測 させ る。

　 1833年 初版 の 輸入 に つ い て は、天 保 13年 10

月 2 日に起 きた 、 長崎
一

件 、 高島秋帆 の 拘束、同

14 年 3 月 、 そ の 取 り調 べ の 際 の 高島秋 帆 の 没 収

本 目録 「鳥居 甲斐守勤務中天 文方立会相改候蘭書

表題　高島四郎大夫所 持之 分 」 にあ り、佐藤昌介

（以 下 、 佐藤 （昌））『洋学史 の 研 究』1980年 に

よ っ て詳細が 明 らか に され て い る
L5 〕

。

3　天野の 『鈴林必携』に つ いて の研究

　計量史家 の 天 野 の 『鈴林必携』 の 研 究 は、3 種

尺 、木 匠 用曲尺 （又 四郎尺 とも云 う）、
一

般用量

地 尺 （享保尺 も し くは念仏尺 に同 じ）、そ して現

代 メ
ー

トル 法 の 基準尺 とな る折衷尺 「lm ＝ 3．3

尺 」 に つ い て の 研 究 の 中で 、 清宮秀堅 、
「度 量権

部 」 『地方新書』 の 稿本 の 不 可解 な記述に 端を発

す る 。

　天野 が 『地方新書』度量権部 の 稿本 か ら引用 し

た の は 、 折衷尺 の 原尺 とな る享保尺 に つ い て 、 享

保 尺 は
一般 に広 く使用 され た も の で は な い が 、

「或書に量 地尺 念仏尺享保尺 は ともに 曲尺 よ り四

厘 強 くす 」 と記 して あ る と の 、こ の
一

文 で あ る

16 ）
。 天 野は 、 こ の 「或書」 の 解 明が 、享保尺 の 解

明に つ なが る の で は な い か と し、前掲 「或書 の 探

索」 を記 した 。

　 『地 方 新書』記載 の 「或書」 に つ い て 、天 野

は 、 佐 原 の 清宮秀 堅 家 の 調査 で 自筆稿本 （清書

稿）を発 見 し、或書 の 付箋 の 下に 『鈴林必携』 と

記 して い る こ とを見 出 し た。そ こ で 、天 野 は 、大

矢 眞 一
の 紹 介で 、上 下 （初編 と二 編）取 得 した

が、『鈴林必 携』嘉 永 6 年版 の 嘉永 4 年 の 序 と、

『地 方 新書』 の 序 が 弘 化 4 年 で あ る こ とか ら 、

年代 的な整 合性 が とれ な い との 疑念 を提 示 す る

LT ）
。惜 し む らく、こ の 時点で、天 野 は戦 災に よ り

1945年 4 月 に死 亡す る。

　 し か し、戦後す ぐに、天 野 の 研 究協力者、大矢

眞
一

が 『鈴林必 携 ・．tz巻』 を発 見 し
、

「二 種 類 の

鈴林必 携」 『科学史研究』ll 号、1949 年 で、そ の

紹介を行 う。 し か し、以 下 の よ うな簡単な説明に

止 ま っ た
L9）
。

　 　最近に なっ て 此 の 名 を持 っ た書物に は 二 種類

　　あ る こ とに 気が つ い た 。そ の 第
一

は 、勿論 、

　 　上 田亮章著、 ド曾根桂園閲、嘉永 6 年刊 の 二

　　冊本で あるが、もう
一

つ 私が見 た の は巻頭に

　 　鈴林必携 ・上 巻
”

とあるだけ で、著者名 も刊

　　年 も発行所 もすべ て 不 明 の
一冊で ある 。

　 　・・略 ・・　 そ の 巻頭に
“

泰西尺度量衡
”

な

　 　る項が ある。そ し て その は じめの
一

節 が天 野

　 　氏 の 問題に し て い る文句で 、そ こ に は明 らか
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　 　に 　浬特涅蘭 土 （ネーデ ル ラ ン ド）即 チ 和 蘭

　　陀
一

會尓 （エ ル ） ノ 尺度 ハ 大 地 球正 帯周 圍 ノ

　　径 四千 萬分 ノ
ー

ヲ取ル 量 地 尺 ・念 仏 N 又 享 保 尺 ト

　 　云 ・木 匠尺 ヨ リ長 キ コ ト四厘 ナ リ

と書か れて い る。

　 こ の 短い 説 明 と近藤恒 次 （以下、近藤）『マ 河

文 献総 覧』 昭和 29（1954）年 か ら、『鈴 林 必 携』

に は 、上述 （1始 めに 、参照） した よ うに 4 種 類

あ っ た こ とが分か る
L9〕
。

  　『鈴林必携 ・上巻』 弘化 4 年版 。 天 野清や 、

大矢眞 ．一が い う 「或書」。

  『鈴林必携』嘉永 5 年版。嘉永 4年 の 序 を持

つ 。奥付に 「嘉永 五 年 壬子秋 八 月　 下曾根氏 蔵

梓」 と記 され て い る。

  『鈴 林必 携』初編、第二 編 の 2 巻本。嘉 永 6

年 に 発 刊。初編 は 、5年版の 再版 で あ り、同様 に

嘉永 4 年 の 序が付 され て い る 。

  『鈴林必携』、初編 と第二 編の 合冊本で あ り嘉

永 6 年刊。薄葉刷
一

冊本 もある。

　 さらに、近 藤 は 、『鈴林必 携』 の 嘉永 5 年版、

及 び 同 6 年 の 再版初編は 、「大 砲 の 尺 度試 効並 び

に機械弾薬の 尺度斤量 を本邦 の 権度に対 照 して 訳

した もの 」 で あ り、第 2 編 は、 「砲台 の 制式及 び

険要 設 障用兵等を記 し た もの 」 で あ る と解説 を し

て い る。

　 『鈴林必携 ・上巻』弘化 4 年版 は、巻頭 に 「泰

西尺度量衡」 が付 され て お り、嘉永 5 年、6 年の

初編及び そ の 再版 の 折衷尺 「一會尓三 尺 三 寸 」 と

「一斤二 百六十六匁」 の 記述 とは異なる。巻頭 を

「泰西尺 度量衡」 と して い る こ とか ら、そ の 度量

衡の 記載 （尺度に つ い ては 6．1 参照）は、原典第

1 章の 抄訳で あ るが かな り詳細 である。

　しか し、『鈴林 必携』の 正 式 な官許 は 、『市中取

締類集』「書籍錦絵之 部」 の 弘化 4 年 に は な く、

『市中取締続類集』「書籍 之部」 嘉永 7 年 に記載

されて い る の み で あ る 。 すなわ ち 「鐵研條滴 甲集

彫刻売弘願学問書江掛合調 （嘉永 七、匹D 鈴林必

携、鐵研 余 消 」 と記 され 、『鈴林必 携』の 「彫刻

売弘願学閙書江掛合調 」 が提 出された こ とが示 さ

れ て い る
Z 
。従 っ て、『鈴林必 携 ・上巻』 に は 刊

年 、 発行 所が 記 され て い な い 。『鈴林必 携』 の 正

式 な公 刊は、ペ リ
ー

の 来航 （嘉永 6 年）以後 とい

うこ とになる。

4　『鈴林必携
・上巻』の書誌的解 明

　岩 崎鐵志 （以 下、岩崎）は 、巻頭に 「泰 西 尺度

量衡 」 が 付 され て い る 『鈴林必 携 ・上 巻』、い わ

ゆ る天 野 の 「或書」、こ の 弘化 4 年版 に つ い て 、

「高島流砲術伝播 の 研究一三 河 田原藩士 村上定 平

を 中 心 に
一

」、吉 田忠編 『東ア ジ ア の 科学』昭 和

57 （1982）年
21）

を公 表 し、そ の 存在 と刊行年に つ

い て の 書誌的解明を行 っ た。

　 そ の 論 拠 は、金沢 藩 士 河野 久 太郎 （以下、河

野）宛 の 上 田 （喜三 郎亮章）の 手紙 に よ っ て で あ

る 。 河 野 が
、 高島流砲術 に つ い て 日原藩 の 村上 定

平 （以
一
ド、村上 ） の 指導 と交流 を もつ の は、弘化

2 年 頃 か らと い われ 、村上 を通 じ友信、上 田 と も

深 い 関係 を持つ 。

　特 に 、 弘 化 4 年 9H10 付 け の 上 田 か ら の 河 野

へ の 手紙 では 、鈴林必 携 の 値段 3 分を 「慥か に預

か り候 」 と記 し て あ り、更に 、村上 の 書状で は 、

そ の 紹介 「百部絶版之 由二 御座候、ペ キサ ス （カ

ノ ン 砲）の 打方、諸道具其外砲術必 要ノ 事ヲ記 し

申候書也 、代金 三 分 二 御座候 」 とあ る
22 ）
。

　弘化 4 年 の 『鉛林 必 携 ・上巻』の 刊行数 の少 な

さか ら、写本 も多 くあ り 、 岩 崎は伊達宗城が 、嘉

永 二 年三月晦 日、家臣岩崎忠助 に命 じ て 作 らせ 、

徳川 斉昭 に献上 した例 を挙 げて い る。また、天野

が 、手に した 「西 村茂樹先生 自筆本 」 「泰西尺 度

量 衡」 も、『鈴 林 必 携 ・上 巻』 の 同種 の 写本 と思

われ る 。 西村茂樹は 、 嘉永 4 年 に象 山 の 下 に入 塾

し て お り
23 ）

、 維 新 後 の 明 六 社 創設 （1873年 ） の

一
人 で あ る。

　 しか しなが ら、『鈴林必携 ・上 巻』は 、大矢以

降そ の 原本 の 所在 に つ い て は 、寡聞 に し て 、観

る こ と も困難で あ っ た が 、幸 い に も、平成 22 年

6 月 の 真 田 宝物館で の 調査で 、前掲、  『鈴林必

携 ・上巻』弘化 4 年版 、  『鈴林必 携』嘉永 5年

版、  『鈴林必携』初編 と第二 編、2 冊本、こ れ

らがそ ろ い で、収蔵 され て い る こ とが 分か り、こ

言卜量 史研 究 　34−1　　［4e］　　2012
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れ ま で 、は っ き りしなか っ た 『鈴林必携 ・上巻』

巻 頭 厂泰西尺 度量衡 の 内容が分か る よ うに な っ

た。

　 さ ら に、『鈴 林必 携 ・上 巻 』 の 原 典 と され る

1839 年 第 2 版 が 、国立 国 会 図 書館 に マ イ ク ロ

フ ィ ル ム 化 され て い る こ とが分か り詳細 な検討が

可能に なっ た、そ の 結果、佐藤 （堅） の よ うに初

版 の 1833年版 で ある とす る の に は無理 が あ る こ

とが分 っ た。

　佐藤 （堅）の 論 拠 は、友信 の 蔵 書 目録 に刊 行

年 が 記載 され て い な い こ とか ら 、 ま た 初版 の 第

1 章 が 「尺 度、質 量 」 （HOOFDSTUK 　I −Maten 　 en

Gewigten） と い う題 で ある こ とか らか、1833年

初版 の 抄訳 と し た が、天 野 が指摘 した よ うに巻

頭 「泰 西尺 度量衡 」 は、1839年第 2 版 の 第 1章

「尺 度 、質 量、貨幣」 （HOOFDSTUK 　I −Maten 　 en

Gewigten）に 準拠す る
2’1）
。

5　プロ イン 、 ミ リタイ レサ ッ クブ ッ ク

　プ ロ イ ン 、ミ リタイ レザ ッ クブ ッ ク、1833 年

初 版 に つ い て 、有馬成 甫は 「高 島秋 帆 」 昭 和 33

年刊 で 「鳥居 甲斐守勤務 中天 文方立会相改候蘭書

表題 　高島四郎 大夫所持 之分」 か ら
25｝

、

　 　た 、軍 中必 要袖珍本　
一

部
．一

冊

　 　　　　　　　 　　　　　 但二 部有之

を引用 し、原 典 を以下 の よ うに記 して い る。

　　A．W．，　Bruyn ：Militaire　Zakboek （Zakboekje

　　筆者）、
’

sGravenhage ．（1839年版現存）

　有馬 は 、 こ の 1839 年 第 2 版 「ス ブ ラー ベ ン

ハ
ー

へ 」 （ハ
ーグ の 正 式名）版が 現存 し て い る と

して い る と記 し て い るが、帝室博物館 （国立博物

館 ）蔵本 か 国会図書館蔵本か、具体的に示 して い

な い 。 し か し、有馬 の 引用 「二 部有之 」 は 、1833

年初版の 存在 を示唆 し て い る。

　有馬 に よ る高 島秋帆 の 没 収本 に つ い て 、佐藤

（昌〉は そ の研 究を深 めて い るが、下記 の よ うに

曖昧に記 し て い る
鮒

。

　　有馬 成 甫氏 は 、没収 本 中 の ブ リ ュ イ ン 著

　 　 「軍 務 便 覧 」 （de　 Bruyn ，　 A ．　W．：Militaire

　　Zakboekje，1833 （初版、筆者 ））に 当 て て い

　　るが 、
t・．一

八 三 六 の リス トには 、　 de　 Brui （j抜

　　 け、筆者 ） n ，Militaire　Zakboekje．とあ る。

　 こ の 、
一

文 か ら、 プ ロ イ ン の 綴 りは ， 上 述

1839 年 第 2版 の 表 題 か ら de　 Bruyn
，
　 A，　W．で あ

り、1833年 初版 で は 「日体 の Bruijn で あ る こ とが

分 る 。 前述、有馬が示 し た 「二 部有之」 は、1833

年初版 と 1839年第 2版 （1839）を秋帆が所蔵 して

い た こ とを示 唆する。残念なが ら 、 佐藤 （昌）が

参照 し た 「鳥居 甲斐守勤務中天 文方立会相改候蘭

書表題　高島四郎大夫所持之 分 」 は、有馬 か ら所

荘 占に移 され た と思われ るが 、献納先の 『「青圃

文庫」 コ レ ク シ ョ ン 目録』国立歴 史博物館 に は、

記載 され て い な い
27）

。

　 し か し、佐 藤 （昌） は、初 版 の 存 在 を、天

保 7（1836）年 の 蘭書輸入 リ ス トの 中に あ る こ と

を明 らか に して い る 。 こ の 蘭書輸入 リ ス トは 、

Mac　Lean，　」，　：The　intrQduction 　of 　books　and

scientific 　instruments 　into　」apan ，　1712−1854，

Japanise　studies 　in　the 　history　of 　science ，

No．13，1974 よる
28）

D

　加 え て 、佐藤 （昌）は 天保 13 （1842）年 に和 蘭

か ら輸入 され た水野 忠邦 に よ る兵 書調べ
、

「水 越

前守殿御調可被成 書銘」 の 中に、

　　
．一

、 ミル タ イ ル サ ッ ク ブ ッ ク （ブ リ ュ イ ン

　　 「軍務便覧」）
．・
冊

が ある こ とを見 い だ し、弘化 1（1844）年 6 月 に再

度老 中首座 に返 り咲い た水野忠邦が 、昼夜兼用望

遠鏡 、天体 望遠鏡 と ともに注文、購入 し た 7 冊 の

兵書 の 中に含まれ て い る こ とを明 らか に した
29）
。

　以 上 の 佐藤 （昌〉 の 調査 か ら、天保 7（1836）年

に は 輸入 され て い た初版の 発 見が 、洋学 の 軍事科

学化が進 んで い る九州 方面 、と りわ け、高島秋帆

が 最 も早 く砲術指 導 した佐 賀藩 で 期 待 され た。

も っ とも初版 の 存在は 『勝 氏海 軍 塾蔵書 目録 』

「元 文元 年朔 日改1、砲術 の 部 に 下記 の よ う に 記

載 され 、「与之助 i の 付 箋が付 され た もの もあ る

．30）
　u

砲術 の 部

　プ ロ イ ン ミ リタ リザ ッ ク ブ ッ ク

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
ー

八 三 三
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　 　 プ ロ イン ミ リタ リザ ッ ク ブ ッ ク

　 　　 　　 　　 　 与之助　
一

八 三 三

　 「与 之助」 は、佐藤 与之 助 （政 養） の こ とで

あ り、勝海舟 が 神 戸 に 創 っ た 総練所 詰 （所 長、

1862 −65）で ある。維新後 は 明治 2 年末 に 民 部省

に入 り、度量衡改正 に伴 う大蔵省案 を作成 し た者

と推測 され る
3 ］）

。

6　 「鈴林必携』 「泰西尺度量衡」 と

　 　ミ リタイ レサ ッ ク ブ ッ ク

　 1839年 第 2 版 の 抄訳 『鈴 林必 携 ・上巻』巻頭

「泰 西 尺 度量 衡」 と 1833 年初版 と の 比 較 研 究

は、松 田 の 調査 、 『佐賀鍋島家 「洋書 目録」 所収

原書復元 目録』平成 17 年度及 び 『佐賀鍋島藩 旧

蔵蘭書 目録』平成 16年 度、各報告書か ら 1833年

初版 の 存在が確認 され 、 最近 にな っ て 、初め て調

査 が可能にな っ た 。 松 田 は 下記 の よ うに記 し て い

る
32）

D

　 　千 八百 三十三 年 丑
・
朋 魯西 亜 船 二 付御 越 之 節

　　プ ロ イ ン 著　　　後藤又 次郎 拝借

　　
一

ミ リタイ レ 、サ ッ クブ ッ キ
ー

、 テ 、チイ ン

　　ス テ 、 フ ァ ン
、

ヘ ッ ト、 子
一デ ル ラ ン ドセ

　 　 レ
ーゲル 　全一

冊　袖珍和 蘭軍 隊

　 　14　　Bruijn
，　A．　W，　de，　Mi　h 　ta ゴr 　zakboekje

　 　ten 　dienste　van 　het　Nederlandsche　leger，

　 　doch 　meer 　bijzonder　van 　het　wapon 　der

　 　 artillerie ．　 Maastricht ，　 Bij 　F．Bury

　 Lefebvre，1833，　X，374pp．，12　1eaves　of

　 blankpage，　4pp．8folding 　plates ．プ ロ イ

　 　ン 「オ ラ ン ダ陸軍砲兵必携 」 初版

　以 上 、 松 田 が 記 し た よ うに 1833年 初 版 は

Bruijn で あ り、 1839 年 第 2版 の よ うに Bruyn で

は な く 1日綴で ある。 さらに、松 田 は 、「永積 （永

積洋 子 ） の 原 文 で は初 版 を確認 で きない 」 が 、

「第 2 版 （1839）は永 積 565（1848）」 す な わ ち、

嘉永 1 年 「以 来 5 回舶 載 され 1 「幕 蘭 （953）」 国

会図書館蔵な どもある と記 し て い る。

　 な お 1833 年初版の 表題 は、1839年第 2版 と異

な り 、 表 題 「オ ラ ン ダ陸軍 砲 兵必 携 」 に 「様 々

な規 定 、
上 申、通 知、服 務 規律、尺 度、質 量 な

どを含む 」 とい う副題 が添 え られ 「（8 枚 の 石 版

画付 き〉砲兵大尉 de　 Bruyn，
　 A．　W．に よ る編輯、

価格 5 ギル ダ、マ ース ｝・リ ヒ ト F．　Bury 　 Lefebvre

印刷所 に よ る 」 とな っ て い る。初版 の 原 典 の 表

題 ｝ま
za）
、　Militair　zakboekje 　ten 　dienste　van

het　nederlandsche 　leger，　doch　meer 　bijzonder

van 　het　wapen 　der 　Artillerie ；　Inhoudende

verschillende 　 voorschriften ，　oPgaven ，

gegevens ，　 dienstregelen ，　afmetingen ，

gewi 　gten ，　erlz ．：　（Met　8　steendruikplaatjes ．）

Verza！med 　door　A．　W．　Bruijn，　 Kapitein　der

Artillerie．　Prijs ：　5　Guld．　　Te　Maaastricht，

bij　F．　Bury，　lefebvre，　buekdrukker．1833．

6．1　 『鈴 林必携 ・上巻」 巻頭 「泰西尺 度量衡亅

　　 の尺度

　 1839年第 2 版の 第 1章、「尺度 、質量 、貨幣」

の 内容が 、『鈴林必 携 ・上 巻 』巻頭 「泰 西 尺 度量

衡」 で あ る。 し か し、貨幣 は省 略 され て い る。

こ の 書 き出 し の 尺 度 に つ い て の 友信 の 訳 文 を 、

原 典 と の 対比 で や や詳細 に 記す と以下の 通 りで

あ り
3’1）
、「lm ＝ 3．292734 量地 尺 」 逆 数 「1量 地

尺 ＝ 30．3699Cm （小 数 点 第 5 位 以 下 四 捨 五 入 ）」 及 び 4

厘短 い 所謂、吾 曲尺 （木匠尺 、又 史 郎 尺 ） 「1尺

； 30・　2489cm （小 数 点 第 5 位 以下 四 捨五 入 ）」 で 換算を

行 っ て い る、
　 　

’f，t．デ ル ヲ ン 　ト　　　 　　 　　　 　　 　 ニ　 ル

　 涅 特涅 蘭土 即チ 和 蘭陀
一會尓 ノ 尺 度ハ 大地球正

　 帯周圍 ノ 径 四 千萬分 ノ
ー

ヲ取 ル 吾力量地尺 ノ

　 三 尺 二 寸 九 分二 七 三 四 ヲ得 ル 量 地 尺 ・念 仏 尺 又

　 享保 尺 ト云 ・木匠尺 ヨ リ長キ コ ト四 厘 ナ リ
　 　 　 ル

’
　 f

　　　耳垤 ハ 十會尓　吾 ヵ 三 丈二 寸 （尺 の 誤 り、筆

　　 　　 　　 　 者 ） 丿い 亅
’
二 分七 三 匹1

　 　 　 メ 　 イ　 ル

　　　迷 以尓 ハ 千會 尓 　吾 ヵ 三 百 二 十九丈 二 尺

　　　　　　　 七 寸 三 分四厘以 上量地 尺
　 　 　 パ 　 　ル　 　ム
　　　巴 尓母 ハ 會尓 ノ 十 分 ノ

ー
　吾 力 曲尺 ノ 三

　　 　　 　　 　 ・S二 分〇五 九 四〇九 三 六
　 　 　 　 イ　 ム

　　　徒 乙母 　會尓 ノ 百分 ノ
ー

　曲尺 ノ 三 厘三

　　 　　 　　 　 毛〇 五 九四〇九 三 六
　 　 　 ス　ト　レ　

−．
　 ノ

　　　斯 多列 布　會 尓千分 ノ
ー

　曲尺 三厘 三 毛

　　 　　 　　 　 〇 五 九 四 〇 九 三 六
　 　 　 ，イ　ン 　　　　　　　　　ど ン 　ト

　　 　礼韵十二 分ヲ芬多 トス

計 量 史 研 究 341 　 ［40］ 2012
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訳 は 、表 1）は 、ブ
ー

トの 10 進換算 が示 され て

お り 、 明治 7 （1874 ）年 の 市川 又蔵 な ど の 建 白書

に見 られ る英 国 ブ
ー

トの 10 進法に よる ブ
ー

ト法

導入 の 研究対象 とな っ た。

　 ヒ記 、表 2 は 1833年 の 初版 で は、下 記 の とお

りで あ り、当時の 陸軍 大国プ ロ イ セ ン と対 比 され

て お り 、
1839 年第 2 版 とは 、 や や 異な る

3T〕
。

　さ らに、 L表 2 と原 文 に基づ き、『鈴林必 携 ・

上巻』 は、3 国 比 較、す なわ ちオ ラ ン ダの Amst ，

（ア ム ス テ ル ダム ）、
フ ラ ン ス

、 イ ギ リ ス フ
ー

ト

の ネーデル ラ ン ドエ ル （m ） へ の 換算を 、 量地 尺

へ の 変 換を 含め 詳細 に示 し て い る。原 文 で は こ

の 3 国以外、数力 国 が掲 げられ て い るが省略 され

た。

　次 い で 、 原 文 の 2節 は 「2NEDERLANDSCHE

MAAT 　 TOT 　 OUDE 　 EN　 VREEMDE 」 「外 国と IHか らネ
ー

デ ル ラ ン ド尺度 へ 」 とな っ て お り、上記 、表 2 の

逆数表 、表 4 が付 され て い るが 、友信は 、こ れ も

省略 して い る
38）

。

表 4 表 2 の 逆数表 （會尓の ブ
ー

トへの 換算）
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注 記　Duodecim ．は 12 進 。
　 Decim，は 10進。

6．2　パス （巴子 ）と里程 （マイ レン）

　友信 は 「泰 西 尺度量 衡」 で
、 尺 度 に つ い て の 3

国比較 の 後 に、行軍に か か わ る パ ス （巴 子）に つ

い て 、原 文 に沿 っ て翻訳 を行 う。こ こ で 記 され る

パ ス は 砲兵 （Artil1 ．〉と歩兵 （lnfant，） の 行 軍

の 際 の 歩幅で あ り、ネーデ ル ラ ン ド以 外の プ ロ

シ ア の パ ス とパ ス の エ ル へ の 逆数 （ブ
ー

ト表示 ）

は、略 され て い る。

　　和 蘭陀巴 了
一
ノ度 ヲ會尓 二 較 ス 即 チ 歩 卜云

　　畷軍 ノ 巴子 ハ 舊制 ハ 列 印蘭土耳犀 ノ五

　　分ノ
ー

會尓 ノ ○
一
ヒ五 三 四 七 一一一・六

　　今 制 ハ 會 尓 ノ 〇七 五 吾 曲尺 二 尺 四 寸 七 分

　　九 四 二 八 七 〇七

　　歩兵 隊ノ巴子 ハ 會尓 ノ〇 六 八 吾曲尺 二

　　尺 二 寸 四分八 〇
一五 三 五 六 四八

　パ ス に つ い て の 1839 年第 2 版の 原文 は
39，

、

　　3PASSEN 　TOT　ELLEN 　EN 　OMGEKEERD （パ ス （歩

　　幅） の エ ル とそ の他 へ ）

　 　 Nederland．

　　De　pas　bij　de　Artill ．　was 　eertijds

　　（旧 〉＝ 1／5Rijnl ．　roede ＝ 0．7534716

　　De　pas 　is　thans （新 ）　
・
　
・
　　O．7500000

　　De　pas 　bij　de　Infanterie　is ＝

　 　 　 　 bijna　26　Rhijnl．　duimen

　 　 　 　 ＝ 0．6800000

　 1833年 初 版 で は 「日パ ス が 用 い られ て い る の

で 、そ の 表を掲載す る と 、

表 5　 1833年初版の パ ス （旧 パ ス ）

PASSEN 　TOTELLEN ELLENTOT 　PASSEN

10 ．75347118 ．28819 寸 丁．3271911 　　 14．5000
21 、50694129 ．0416622 ．6543812 　 　 1592628

32 ．26041137 ．7951333 ．9815713 　 　 1725347

43 ．0138914100486045 ．3087614 　　18．58000
53767361511 ．3020756 ．6359515 　　19．90785
64 ．520331612055556796314 マ6　　21．23404
75 ．27430 可712 ．80902792903317 　　22．56123
86 ．027771813 ．56249810 ．6175218 　　23．88842
96 ．781241914 、31596911 、9447119 　 　 2521561

107 ．534ア22015 ．069431013 ．2719020 　 　 26．54280

　次い で プ ロ イ ン が 記述 し た 新制會尓に つ い て 、

訳 者 で あ る友信 の 見解 （7 参 照） と、表 5 の 各

国 里 程 （マ イ レ ン ）「4， MIJLEN，　 UREN　 GAANS，

ENZ．」 の 量地尺 に よ る換算値が加 えられ る 。当

言1．量 史研 多冠　34−1　 ［40］　2012
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然、そ の 換 算基 準 は 「1 會尓 ＝ 3．292734 尺 」 で

ある。

　友信 の 記 述 した 「泰西尺 度量 衡」 の 各 国里 程

（マ イ ル ） に つ い て は 、 下記 の 通 りで あ る
’iO）

。

　　諸国里程　和蘭會尓 二 較 ス

　　第熱瑪児加
一

里　七 千五 百 二 三 會尓

獨逸都

地 理 測量里

英古蜊通法

同陸行程

同海上

佛 蘭西通 法

同海上

同舊制

同新制

同新制海上

七 千 四百〇七 會尓四

同 前

五 千五 百 五 十 五 會尓五

千六 百〇 九 會尓三

千八 百五 十 二 會尓

四千 四百 四十四會尓 四

五 千 五 百五 卜五會尓五

三 千八 百 九 十 八會尓

四千會尓

三 千八 百 五十 二會尓

涅 特浬 蘭土即和蘭一
千會尓

吾九町 三 十 間〇 四寸四分四厘 四毛

　三 六 量地 尺

同海上
　 ユ−．ノ，ガ ’　ン
同酉児行程
1　 1 イ tt ン

孛漏生
　 　 　 ワ

ヘル 　I　タ

露西 亜 吻尓斯多

千 八 白五十 二 會尓

五 千五 百 五 十 五 會尓五

七 千五 百 三 十 四會尓七

千〇七十六會尓二

以上 、こ の 訳文は 原典下表の 引用で ある。

表 6 「4，MIJLEN，　 UREN　 GAANS
，
　 ENZ ．」

Onder ：1Hoeveelh2 　 waarde 　in　ell；

3hoeveelh ．ineen　uurv ．1／20

1 2 3

D巳r1巳皿コM1」⊥． 14．777523 ．00 ．738
Dしuts 。h1．　Gon 。 graph ．1nij115 ．DO7407 ．40 ．750广「、
En呂eland 　LeきLgu 臼 20．005555 、51 ．OOD
L 日 ndmijl ・’．1葡 o 》

・ヒ1rd 呂． 69．001609 ．33 ．450
∠ee 皿1 」」． 60．DO1852 ．03 ．000
Frankrijk ．　 heu 　 eΩmm 岨 e25 ．004444 、41 ．25D
Id．　 ｝iモ1rine 20．005555 ．51 ．000广「内
1d．〔19　 P 。 st 巳 、「「内
Oude　 van 　20001Q 〔s 骨呂 28．553898 、01 ．428
Nigu冊 27．7840GO ．01 ．389

、
．1「11emartn 60．001852 ．03 ．000

Ngd 臼rl ．　 Uur 目aans 20．005555 ．51 ．000
Zeem1J1 60、001852 、03 ．GOO
 hj 上 111．て110GO 、05 ．555

PfLll55 叫 ld 　  ・　 ≧  UO　Rl1U ほd
r匸1匚・匸h・n 1477 フ534、70 ．738

RUbl敏nd 　 Lレ
．
crst  ・LjOO 臼rcb1 冂 102．251076 ．35 、112

注 意、1長 さ （里 程 ）、2 エ ル （m ） の 値 、3 ユ の 1／20

の 長 さ。友信記載以 外 の 国は省略 した。訳 文 は 2 の エ ル

（m ） の 値 （waarde 　in　el1 ．〉を利用 し換算 して い る。

7　結語

　 『鈴 林必 携 ・上 巻』巻頭 「泰 西 尺 度量衡」 で

は 、 度 の 最後に 、 尺 度に つ い て の 友信 の 見解が示

され る 。 そ こ で の メ
ー

トル 法 （會尓）に基づ く西

欧尺 度 に つ い て の 見 解は、下 記 の 通 りで あ り、

「緯度 1 度＝ 28．2 里 」 か らエ ル が 求め られ た の

で はな い こ とを示唆す る 。 す なわ ち
”1）
、

　　右會尓ノ 尺度 諸家
一定セ ズ

、 采木 爾氏 寰宇大

　　観 二 拠ル ゴ トキ ハ 三 尺 二 寸九 分 二 七 三 四 ヲ得

　　ル ト雖 モ 、葛辣黙魯須地誌 ニ ハ 三 尺 二 寸九分

　　二 七 ニ
ー

ヲ得 、又菲辣亜尓航海書二 拠 ル ゴ ト

　　キ ハ 三 尺 二 寸 九分二 七 七 六 ヲ得、共 二 量地 尺

　　二 較 ス 、蓋 シ 通法會尓 尺ヲ 求ル ノ 起算 ノ＼ 地

　　球
一
度ノ 里数吾 二 十八 里 二 分 二 本 ク ヲ以テ 精

　　ヲ得ザル ナ リ

先ず 、文 中の 3 冊 にっ い て 考察を進 め る 。

  　「宋 木 爾 氏 寰 宇 大 観 」 は、 ゾ ン メ ル （So

mmer ，　 J．　G．）の 『宇 宙総説 』 と し て 知 られ 、友

信 が佐 久 聞象山に貸 した の が 嘉永 2（1849）年 で

あ る が、So   er ， 」．　G．： Tafereel　 van 　 het

Ileela1
，　0f 　bevattelijke　en 　onderhoudende

beschouw ゴng 　van 　het　uitspansel 　en 　van 　den

aardbo ］，　 Amsterdam ，（1829 −34）， 6dln
， で あ り、

伝世 して い る こ の 6 巻本には 、静岡県 立静岡 図書

館 葵 文庫蔵 が ある。後 に 象 山 が 嘉永 5 （1852 ）年

に 50 余両 で 購入 し、漢詩 を残 し た宋黙爾氏 寰宇

記、4 巻本 （国立 国会図書館蔵、江戸幕府 旧蔵蘭

書） von 　Littrow，　 J．　J．，　 So　 mmer ，　J．　G．：Tafereel

van 　het　Heela ユ、，Onderhoudende 　beschouwing

van 　het　uitspansel 　en 　van 　den　aardbol
，　

’
s

Gravenhage， （1848）， 4dln と は 、異なる。こ の

4 巻 本 の 第 1 は、 リ ッ トロ ウ （Littrow，　J．　J．　von ）

に よ り書かれ、2巻 以降 4 巻ま で が ゾ ン メ ル に よ

る もの で 、ゾ ン メ ル 3 巻本 とし て知 られて い る。

象山は 、こ の 4巻本 を 「宋黙爾之 書三 帙。予 五 十

餘金 を以て 之 を購 う」 と記 し た。

　 こ れ ら以外に、嘉永 2 年に は、1巻本 、So   er ，

J．G．　： Verkort 　tafereel 　van 　het　heel − al ，

volgens 　de　beschrijving 　van 　Amsterdam
，

Gebroerers 　Diederichs
， （1836 ）　（Nieuwe
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utig ．
，

’
sGravenhage

，
　 K．　Fuhri，（1848 ）が 2 部輸

入 され て い る と、川尻 信夫 『幕 末 にお ける ヨ
ー

ロ ッ パ 学術の 受容 の
一

断面 』 1982年や東徹 （以

下 、東）『佐久間象山 と科学技術』 2002年 で 述べ

て い る 。
こ の 1 巻 本 こ そ が、6 巻 本 の 要約 で あ

り 、
3 巻本 を含め こ れ らの 書誌的論攷 は 、東 の 書

で 詳細に論 じられ て い る
’12）
。

  　「葛辣黙魯須 地誌 」 は、『カ ラ
ー

メ ル ス 、ゼ

ヲ ガ ラ ビ ス 』、Kramers，　 J．　J．： Geograhisch−

Statistisch −Historjsch 　Handboek
，　 of

beschrijving 　vtenswaardigste 　uit 　de　natuur

en 　geschiedenis 　der　aarde 　enharer 　bewoners，2

d工n と思 われ るが 、国立 国会 図書館 蔵等 1850 年

版で あ る
’11D

。
「泰 西 尺 度量衡」 で利用 され て い る

1830年代 の もの は 、管見 の 限 り 、 確認 が で き て

い な い 。

  　「菲 辣 亜 尓 航海 書 」 は 、Pilaar
，
　 J．　 C． ：

Handleidj．ng 　tot　de　beshouwende　en 　werkdadig

stuurmanskunst ，　Leyden
，　Groninggen

，　DeIft
，

（1831）， 2dln で あ ろ う。 ピ ラ
ー

ル の こ の 初版

は、東北 大学狩野 文 庫洋書に あ る。国立 国会図書

館蔵の もの は、1847年 版で ある
’14 ｝
。

　 こ れ ら の 3 冊 を基 に 、
「泰 西 尺 度 量 衡 」 は プ

ロ イ ン か ら 「1 會 尓 ＝ 3．292734 量 地 （亨 保 ・

念仏 ） 尺 」、そ の 逆数 「1 尺 ＝ 303 ．6990   」 を

求 め て お り、ゾ ン メ ル の 『寰 宇 大 観 （宇 宙総

説 ）』で は 「1會尓 ＝ 3．292734 量 地尺 」 と同 じ

値 と した 。 ま た 、
カ ラ

ー メ レ ス の 新 測 「1 會尓

＝ 3，292731 量地尺 1、そ し て 、ピラ
ール の 『航海

書』に よる と 「1會 尓 ＝ 3．292776 量地 尺」 と し

て い る。

　 しか し 、 カ ラ
ー

メ レ ス お よび ピラ
ール の 計算方

法及び尺度 へ の 換算方法 の 根拠 が 不 明 で あ る 故に

解明 で きずに い る。

　なお 、文末 の 友信 の 「地球
一

度 ノ里数吾二 十八

里 二 分 二 本 ク ヲ以テ 精ヲ得ザル ナ リ」 の
一

文は 、

子午線 1 度 の 里 数に 問題 が あ る こ と を示 唆 し て

い る 。 プ ロ イ ン は 、原典、1839年 第 2版、「第 2

章 数学 ・物 理 学 ・化学」 の 「B　物理 、 1 総 記

一4」、原 文 は 「HOOEDST，　 L 　WIS − NATUUR − EN

SCHEITUNDIGEB」、　「B，　NATUURKUNDIGE」　「　　1　．　ALGEEENE

OPGAVEN −4」 で 、地 球 に 関す る諸 元 を示 して い る

が、 日本 が 明治 に入 っ て 基 準 とす る 1841年 の

べ
ッ セ ル （Beg．　sel ，F．　W．） とは 異な る 。

　 プ ロ イ ン は 、地 球 の 諸元 を 以下 の よ うに記 す
伺
。

　 4， De　 straal 　 des　 aardbols （地 球半 径 は ）

　　is　gemidde ！d （平均 ）＝ 6366654　el ／en （m ）

　 aan 　 equator （赤道 ）　 ＝ 6376984 　 ellen （m ）

　 bij　 de　polen （極間 ） ＝ 6356324　 ellen （m ）

　 De　 afplatting 　 bij　 de　polen （極偏率 〉

　 　　 　　 　　 　　＝ 1／330 ＝ 0．0030303enz ．

　 し か し、極偏率の 計算 に誤 りが あ り、正 し くは

「1／308」 で あ る。1833年 初版 は 「1／306 」 で あ

り、ベ
ッ セ ル の 諸元 は 周知 の よ うに

　 偏 率 ＝ 1／299．15

　 赤道半径 ＝ 6377397m （eUen ）

　 極 半 径 ＝ 6356079m （ellen ）

　 象　　　限 ＝ 10000856　m　（ellen ）

で あ る。 日本で の 地 球偏率 の 実 測は、寺 田寅彦

が 『地球物理 學』 昭和 8（1933）年 で 紹 介 して お

り、明治に 入 っ て 、陸地 測量部 の 熱海 大尉に よ る

「1／310．6」 が挙 げられ て い る
46 ｝

。

　地 球 の 諸元 の 理 解か ら、友信は 、伊能 の 円級説

に よ る緯 度 1度 の 実測 （緯度 38 度 〉か ら求め た

当時の 目本の 尺度問題 に疑 問 を提起 し、伊能説の

継承 に対 して は、意識的 な批 判 を し て い た の で は

な い か と思 われ る。

　そ の 後、嘉永 5 年版 の 下 曾根 金 三 郎 （桂 園）

校 閲に よ る 『鈴 林必 携』 で は、「尺度 ノ比 較會尓

尺 ハ 我力 曲尺 ノ 三 尺 三 寸」 に変 更 され る
’］7｝
。 さ

ら に公 式 版 （市 中 取 締続類集記 載） 嘉永 6年版

で も、石 曽根 の 校 閲 の 下 、現 代尺 度 の 基礎 とな

る折衷尺 の 概念 「1 會尓 （メー トル ）＝ 3．3 尺」

が 記 され 、定着す る 。 象 山 も 『儼 學圖篇』 安政

2（1855＞年 で 同 様 に 、
「今 以 荷蘭

一
肘 我 三 尺 三

寸 」 と記 して い る
’ts）
。

　 しか し、なお 、友信の 「泰西 尺度量衡」 に従 っ

て 、同、安政 2年 に翻訳 され た もの に小 山杉 渓

『西 洋 兵 書 百 幾 撒 私』 が あ る。聚 星 堂 刊 で あ
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り、木 版 活 字 に よ る 。内 容 は 、新型 の 炸 裂弾 を

込 め る 「ボ ン ベ カ ノ ン 」 に つ い て の ペ キ サ ン ス

『フ ラ ン ス 海 軍 に よ るボ ン ベ カ ノ ン試射実験』、

Paixhans
， H．　J．　：Proefnemingen ，　gedaarldoor 　de

Fransche 　marine 　omtrent 　de　Bombe−Kanons，
’
s

Gravenhage ，（1835 ）、フ ラ ン ス 語原典は 1825年刊

で ある
d｛）

。

　 『西 洋兵書百幾撒私』の 凡例 は 、

　　
一
　會尓 ハ 　本邦ノ 量地尺 二 尺 二 寸九 二 七 三

　 　 　 　四ナ リ
　 　 　 ハル ム

掌又 巴 尓母
’ド ム 　　 ド　

ノ
　ム

拇又 度乙 N
ス　 ト　 ’　　　 ノ

斯多列布

耳垤
メ　 イ　 ル

迷 以 尓
フ 　　　 　’
弗多

　 　 　 ノレ

會尓十分
一

會尓百分
一

會尓千分
一

卜會尓

千會尓

我力 曲尺プい 1’二 々 零二 八
一

二 當 タ

　 こ の 記 述 は、1839年 第 2 版 、す な わ ち 「泰
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ア’　 ト

西 尺度量衡 」 に基づ くも の で あ る。従 っ て 、弗多

は、ア ム ス テ ル ダム フ
ー

ト （旧 ブ
ー ト） 「1voet

＝ 0．283560m 」 で あ り、計算結果 の 漢字表記 に

誤 りがある 。 正確 には 「我力量地 尺 九寸 三分二 零

二 八
一

二 當 タ ル 」 で あ る 。
「我力 曲尺 」 は、四厘

短 い 木匠用 曲尺 （又 四郎尺）で は な く、念仏尺 、

享保尺 、量地尺 を指 し、広義 の 意味で 使 用 され て

い る。

　嘉永末か ら安政初年 は 、 混 乱期で あ り、現代 的

折衷尺 の 概念 「1會尓 （メ ー
トル ） ＝ 3．3 尺 」 逆

数 「1 尺 ＝ 30．303030 循 環 cm 」 で、下 曾 根 が

『度量表』を刊行す るの は、安政 4（1857）年で あ

る。こ の 書籍は 、下曾根 の 家塾膺懲館か ら刊行 さ

れ 、慶応 1（1865）年 に 改正
5°〕

され るが 、基 本的

な折衷尺 の 概念は継続 され る。同時に、こ の 書 は

友 信 の 「泰西尺 度量衡」 の 「1會尓 （メー
トル ）

＝ 3．3 尺 」 に よる改訂版 で もある。
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